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令和５年度 

第１回加賀市健康福祉審議会高齢者分科会会議録 

 

日 時：令和５年６月１日（木）午後１時３０分～２時３０分 

場 所：加賀市役所別館３０２・３０３会議室 

出席委員：◎橘、○山崎、新口、藤川、北出、河嶋、横谷、横倉、松村、中西、石

川、澤田、小川、東田、中屋 

 （敬称略・◎会長、○副会長） 

 

次第 

開  会 

部長挨拶 

委員委嘱 

議  題 

１ 高齢者お達者プランの実績について 

（１）介護保険事業計画第 8期 2年目の実績について 【資料１－１】 

（２）高齢者福祉計画第 8期 2年目の実績について 【資料１－２】 

２ 保険者機能強化推進交付金について 【資料２】 

３ 地域包括支援センターの運営について 

（１）令和 4年度の実績について 【資料３－１】 

（２）令和 5年度の体制について 【資料３－２】 

４ 介護予防支援委託事業者の報告について 【資料４】 

５ 地域密着型サービス事業者の指定（更新）について 【資料５】 

６ 高齢者お達者プラン策定に係る調査の結果について  

（１）超高齢社会に関する市民意識調査 【資料６－１】 

（２）健康とくらしの調査 【資料６－２】 

７ 高齢者お達者プランの策定作業について 【資料７】 

閉  会 

 

議事要旨 

奥村市民健康部長挨拶 

  新型コロナウイルス感染症につきまして5月8日に5類へと移行し、今後の基本的

な感染対策は行政が要請や関与を行う仕組みから、個人・事業者の選択を尊重し、

自主的な取り組みを基本とする形へ対応に変化となった。これまで市民の暮らしや

地域経済を守るため、様々な協力を賜り改めてお礼申し上げる。 

国では2040年に備え、地域づくりによる介護予防の推進、地域の包括的な支援サ

ービス提供を構築することを推進している。加賀市は国より大幅に先行して高齢化

が進んでおり、高齢者人口はすでにピークを迎え、団塊世代の高齢化とともに、今
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後要介護認定者数が増加する見込みである。介護予防の取り組み、対応も重要課題

となっている。 

第8期事業計画の推進と第9期事業計画の策定を進めていく上で、担当者から説明

をさせていただくので、忌憚のないご意見をお願いしたい。 

 

委員委嘱 

  委員の交代により新たに新口委員、藤川委員、中西委員に委嘱状を交付し、自己紹

介。 

 

事務局より報告 

  前回会議において鈴木委員よりご質問ございましたハローワークの実情につきま

して、ご報告申し上げます。 

 先般、ハローワーク加賀にお伺いしたところ、以前として介護職の有効求人倍率は

高く、人材がなかなか集まらない現状ではございました。 

  しかしながら、ハローワーク加賀では令和 4 年 11 月に医療・介護の就職面接会を

行っていることや、ハローワーク内で事業者による就職説明会も開催されており、事

業者から求職者への PRを行うことで、人材確保を図っているとのことでした。 

 また、ハローワーク加賀の求人の 4 割は 55 歳以上であり、年齢層が高めなことか

ら、求人票の内容を厳密にせず、幅広い要件にすることも有効であると思われること

でした。 

  つきましては、ハローワークの現状を踏まえ、市内介護サービス事業者協議会を通

じて皆様と共有し、人材確保に関する施策を検討して参りたいと思います。 

 

 質疑応答  特になし 

  

議題１ 高齢者お達者プランの実績について 

（１）介護保険事業計画第 8期 2年目の実績について    資料１－１ 

（２）高齢者福祉計画第 8期 2年目の実績について     資料１－２ 

 質疑応答 

中屋委員 資料 1-2の 3ページについて、継続して取り組んでいる高齢者の活躍の場

を作り上げる担い手育成において、幅広い受講体制を整えていくことだが、

例えば勤めている方でも採用してもらえるのか。 

事務局  サポーター養成講座を受けたい思いのある方々について、今までは 65 歳

以上を対象としていたが、年齢を引き下げ 40 歳以上でも受講できる体制

を整え、幅広い受講体制を整えている。 

中屋委員 老人会の組織や、会自体が解散に追い込まれているものがいくつかある。

指導者がおらず、会長のなり手がいないため解散になることが非常に多い。

会長のなり手がいないというのは、指導者を育てていかないと老人会はな
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くなる一方ではないか。なくならないためにもぜひ指導者の育成講座とい

うものを作っていただけると助かる。 

事務局  市も連合会に活動支援をさせていただいているが、このなり手の問題につ

いても連合会はじめとして関係機関と今後できることはないか協議を行

っていきたい。 

澤田委員 「わたしの暮らし手帳」関連は加賀市在住者のみに奨励するものか。石川

県の女性団体をお呼びするが、その方たちに加賀市の「わたしの暮らし手

帳」を奨励してもよいか。 

事務局  手帳は新しく印刷をしており、書き方も含めてサポーターもいる。配布だ

けでなく書き方も含めてサポートするので声をかけていただければお伺

いさせていただく。 

澤田委員 石川県全体の婦人の会があるが、他市の方に渡しても大丈夫か。30冊程欲

しい。 

事務局  NHKで全国放送されてから全国の方に配布している。またホームページで

もダウンロード可能ですが冊子もお渡しできる。 

 

議題２ 保険者機能強化推進交付金について    資料２ 

質疑応答 特になし 

 

議題３ 地域包括支援センターの運営について  

（１）令和 4年度の実績について    資料３－１ 

（２）令和 5年度の体制について    資料３－２ 

質疑応答 特になし 

 

議題４ 介護予防支援委託事業者の報告について    資料４ 

質疑応答 

橘会長  ケアマネジャーが減少していることは、需要が減少しているのではなく、

担い手が減少しているということか。 

事務局  はい。 

 

議題５ 地域密着型サービス事業者の指定（更新）について    資料５ 

質疑応答  

山崎委員 本日の会合を経てこの 3事業所が指定されると理解をしていたが、既に指

定更新されているため、事後報告を受け指定する理解でよいか。 

それならば、令和 5年 1月から 3月までの間に会合を行う、もしくは会合

前に申請期間を設けることで、会合報告後に指定更新日として効力が発生

すると思うがどうなのか。 

事務局  高齢者分科会の開催時期により事後報告となっている件があったが、今後
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は事前に議題としてお示しするということで検討していく。 

 

議題６ 高齢者お達者プラン策定に係る調査の結果について  

（１）超高齢社会に関する市民の意識調査     資料６－１ 

（２）健康と暮らしの調査            資料６－２ 

質疑応答 

山崎委員 有効回答数の数字が前回と今回では異なっているのはなぜか。 

事務局  前回資料の内容は速報値で、今回の資料は確定値となっている。 

中屋委員 この調査の報告から加賀市として何を重点に何を目標としているのか。 

事務局  今年度は第 9期介護保険計画の策定の時期となっており、この調査の内容

を踏まえ有識者と検討していき、重点となる目標を定めていく。 

 

議題７ 高齢者お達者プランの策定作業について    資料７ 

質疑応答 

澤田委員 一般市民には調査の結果報告について、どのようなもので結果を示してい

るのか。 

事務局  当市のホームページで結果を掲載する形で周知する。 

澤田委員 ホームページやインターネットを利用しない高齢者も多いと思うが、書面

での周知はないのか。 

事務局  第 9期介護保険計画策定に伴い、市民に対して計画の説明会を行うことを

検討している。また、広報かがで周知することも検討している。 

松村委員 居宅介護支援のケアマネジャーが減少している。ケアマネジャーだけでは

なく、介護事業所全体的に人手が不足して苦労している。市としてもケア

マネジャーを増やすような、担い手を増やす対策を考えていただければと

思う。 

事務局  今回の計画の特に重要なところとして人材確保という課題は大きな部分

を占めている。計画の中にもしっかりと人材確保の方策を入れていき、各

事業所とも意見交換をしながら作っていく。 

 

閉会 


